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支部長、道場責任者、会員各位 

一般社団法人埼玉県弓道連盟 

会長 本橋民夫 

 

安全管理の徹底について（お願い） 

 

日頃より、本連盟の活動にご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

令和８年７月４日、県立リプロ武道館遠的弓道場において、行射中に矢が折れ、

その破片により射手が負傷する事故が発生しました。幸い、医療機関で受診し

た結果、骨に異常は認められず、処置を終えて帰宅されたとの報告を受けており

ます。 

本連盟では、このたびの事故を重く受け止め、同様の事故を未然に防止するた

め、会員の皆様に改めて安全管理の徹底をお願いいたします。 

特に、次の事項について十分ご留意ください。 

1. 支部長、道場責任者及び指導者の皆様におかれましては、会員への安全

指導及び弓具点検の励行について、改めて周知徹底くださいますようお

願いいたします。 

埼弓連だより第 77号巻頭に指導についての考え方を掲載しております。

その中の５．事故防止は、支部長、道場責任者及び指導者等、上に立つ

者の責務であるということを認識していただくようお願いいたします。 

特に遠的など普段と異なる稽古の形態の場合には低段者の行射の際には

必ず指導者がついているよう徹底をお願いいたします。 

2. 行射に当たっては、自身の矢束を超えて引かないことを徹底してください。

矢束を超えた引き込みは、矢の破損や事故につながるおそれがあります。 

特に遠的用の矢を購入する際には、経験の浅い方は十分な矢尺を持つ矢

を購入してください。 

3. 行射前には、矢の曲がり、ひび割れ、傷、筈・板付・羽根の緩みなどが

ないか、必ず点検してください。なお、竹矢を使用している場合は、経年

劣化や乾燥等により目視では確認しにくい割れや損傷が生じていること

がありますので、特に入念な点検を行い、少しでも異常が認められる場

合は使用を中止してください。 

4. 少しでも異常が認められる矢や弓具は使用せず、必要な修理または交換を

行ってください。 

5. 日頃から弓具の適切な保守・管理に努め、安全を最優先に行射してくだ

さい。 



 

弓道は、安全管理を徹底することによって、安心して取り組むことのできる武道

です。一人ひとりが安全への意識を高く持ち、自らの弓具の点検・管理を徹底す

るとともに、安全を最優先とした行射を心掛け、事故防止に努めていただきま

すようお願いいたします。 

 

なお、今回の事故原因の特定や再発防止策の検討が済みましたら、あらためて

連絡をさせていただきます。 

以上 


